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バ
ル
「
ア
ー
ト
・
セ
ラ
ム
」
に
お
い
て
、
日

本
を
代
表
す
る
陶
芸
家
道み
ち
か
わ川
省し
ょ
う
ぞ
う三
氏
と

共
に
、
陶
芸
と
神
楽
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
ま
す
。

※
注
／
記
録
と
公
開
を
行
う
必
要
が
あ
る

無
形
文
化
財
と
し
て
、
記
録
の
作
成
・

保
存
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

　

市
で
は
、
昨
年
11
月
か
ら
１
月
26

日
ま
で
、
博
物
館
で
市
内
在
住
の
画

家
山や
ま
も
と本

晶し
ょ
う
じ司

氏
の
「
山
本
晶
司 

人
生

を
描
き
て
」
を
開
催
し
、
大
変
な
好

評
を
得
ま
し
た
。

　

ま
た
「
諏
訪
原
城
講
演
会
」
や
、

㈶
静
岡
県
舞
台
芸
術
セ
ン
タ
ー
と
タ

イ
ア
ッ
プ
し
て
の
「
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

カ
フ
ェ
」
も
開
催
し
、
各
会
場
は
、

多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

ど
ち
ら
の
事
業
の
来
場
者
か
ら
も

「
地
元
に
関
連
す
る
事
業
は
興
味
深
い

も
の
が
あ
る
」
な
ど
、
う
れ
し
い
声

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
元
に
密
着
し
た
文

化
事
業
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

《
３
月
の
機
織
体
験
開
催
日
》

　　

太
平
洋
戦
争
中
、旧
島
田
市
（
向
島
町
・

現
特
殊
東
海
製
紙
㈱
島
田
工
場
内
）
お
よ

び
旧
金
谷
町
（
牛
尾
山
）
に
は
、
旧
海
軍

が
「
マ
グ
ネ
ト
ロ
ン
（
磁
電
管
）」
を
利

用
し
て
化
学
兵
器
を
作
る
た
め
の
実
験
所

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
は
、
後
に
「
ノ
ー

ベ
ル
物
理
学
賞
」
を
受
賞
し
た
、
湯ゆ
か
わ川

秀ひ
で
き樹
氏
や
朝と
も
な
が永
振し
ん
い
ち
ろ
う

一
郎
氏
も
従
事
し
て
い

た
実
験
所
で
す
。

　

島
田
実
験
所
は
既
に
存
在
し
ま
せ
ん

が
、
牛
尾
実
験
所
に
つ
い
て
は
、
国
土
交

通
省
が
進
め
て
い
る
大
井
川
の
河
道
を
拡

幅
す
る
た
め
の
工
事
の
中
で
、
土
の
中
に

埋
も
れ
て
い
る
施
設
が
確
認
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
市
で
は
こ
れ
を
近
代
遺
跡
と
し
て

登
録
し
、
現
在
そ
の
発
掘
調
査
に
あ
た
っ

て
い
ま
す
。

　

調
査
は
２
月
末
ま
で
を
目
標
と
し
、
今

後
は
そ
の
調
査
資
料
を
と
り
ま
と
め
、
重

要
な
遺
跡
と
し
て
、
後
世
に
伝
え
て
い
き

ま
す
。

文
化
財
の
分
野
で
、
笹さ

さ
ま間

神か
ぐ
ら楽

（
市
指
定
無
形
文
化
財
）
が
文
化
庁
の

記
録
作
成
の
対
象
に
選
択
さ
れ
た
り
、
牛
尾
山
の
第
二
海
軍
技
術
廠
し
ょ
う

牛
尾
実
験
所
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
り
す
る
な
ど
、
市
内
で
さ
ま
ざ
ま

な
動
き
が
出
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

注
目
を
浴
び
る
市
内
の
文
化
財

自主文化
TOPICS

事業情報

　

笹
間
神
楽
は
、
川
根
町
笹
間
上
地
区
に

伝
わ
る
神
楽
で
、
毎
年
10
月
下
旬
に
行
わ

れ
る
粟あ
わ
ば
ら原

八
幡
神
社
と
二ふ
た
ま
た俣

八
幡
神
社
の

祭
典
で
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
神
楽
は
、
静
岡
市
葵
区
清き
よ
さ
わ沢

地
区
か

ら
伝
わ
っ
て
き
た
と
さ
れ
、
第
二
次
世
界

大
戦
に
よ
り
伝
承
が
中
断
さ
れ
た
も
の

の
、
昭
和
43
年
に
地
域
の
青
年
団
を
中
心

と
し
た
保
存
会
に
よ
り
復
活
し
、
今
に

至
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
静
岡
県
中
部
地
区
（
島
田
市
・

藤
枝
市
・
静
岡
市
・
川
根
本
町
）
の
山
間
部

に
伝
わ
る
神
楽
に
、
笹
間
神
楽
も
位
置
付

け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
同
地
区
の
神
楽
と

一
連
で
、
記
録
作
成
の
選
択
（
※
注
）
と

な
り
ま
し
た
。
今
後
は
、３
月
頃
「
官
報
」

に
掲
載
さ
れ
、
調
査
・
報
告
書
作
成
作
業

が
、２
～
３
年
を
掛
け
て
進
め
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
11
月
に
開
催
し
た
「
第
２

回
国
際
陶
芸
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
き
っ

か
け
で
、
４
月
に
フ
ラ
ン
ス
・
セ
ー
ブ
ル

で
開
催
さ
れ
る
国
際
的
陶
芸
フ
ェ
ス
テ
ィ

文
化
事
業
ア
ラ
カ
ル
ト

　陶芸フェスでのコラボレーション

笹間神楽　

文
化
庁
に
よ
る
「
笹
間
神
楽
」
の

記
録
作
成
に
つ
い
て

第
二
海
軍
技
術
廠
牛
尾

実
験
所
跡
遺
跡
に
つ
い
て牛尾山での発掘

山本晶司展

２
日
㈰
、
４
日
㈫
、
５
日
㈬

７
日
㈮
、
８
日
㈯
、
11
日
㈫

12
日
㈬
、
13
日
㈭
、
16
日
㈰

19
日
㈬
、
21
日
㈮
㈷
、
22
日
㈯

25
日
㈫
、
26
日
㈬
、
27
日
㈭


